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629,134
258,493

い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

江
戸
時
代
に
は
「
籏
川
」
と
呼
ば

れ
明
治
時
代
に
鳩
川
と
な
っ
た
と

の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
新
戸
地
区
の
鳩
川
に

は
現
在
、
武
井
橋
、
妙
奠
（
み
ょ

う
で
ん
）
橋
、
四
国
橋
が
架
か
っ

て
い
る
。
江
戸
時
代
の
地
誌
に
、

竹
井
橋
、
妙
典
橋
、
川
久
保
橋
の

三
つ
の
土
橋
が
架
か
っ
て
い
た
と

の
記
録
が
あ
る
。
橋
の
名
も
時
代

と
共
に
変
わ
り
、
武
士
の
名
に
由

来
の
あ
る
竹
井
橋
は
武
井
橋
、
尼

さ
ん
に
縁
の
あ
る
妙
典
橋

は
明
伝
橋
、
明
尊
橋
、
妙

奠
橋
、
川
久
保
橋
は
四
国

橋
に
な
っ
た
。
特
に
四
国

橋
の
名
の
由
来
は
、
四
国

の
浪
人
が
近
く
に
住
ん
で

い
た
と
か
、
四
国
の
巡
礼

さ
ん
に
縁
が
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
定
か
で
は
な

い
。
四
国
橋
の
袂
に
「
四

国
橋
も
み
の
木
広
場
」
が

で
き
て
数
年
に
な
る
が
、

こ
こ
で
は
季
節
に
応
じ
て

新
戸
地
区
を
一
級
河
川
の
鳩

川
が
流
れ
て
い
る
。
城
山
町
と

の
境
を
源
に
下
溝
で
姥
川
、
道

保
川
と
合
流
し
海
老
名
で
相
模

川
に
流
れ
込
む
全
長
約
22
km
の

川
で
あ
る
。
一
時
、
相
模
原
で

も
最
も
汚
染
さ
れ
て
い
る
川
と

言
わ
れ
て
い
た
が
、
最
近
で
は

魚
影
も
濃
く
な
り
時
々
小
鷺
や

か
わ
せ
み
が
魚
と
り
を
し
、
又
、

季
節
に
な
る
と
鴨
の
親
子
が
ゆ

っ
た
り
と
水
草
を
つ
い
ば
ん
で

「
自
治
会
報
さ
が
み
は
ら
」
は
、

皆
様
の
会
報
で
す
。

自
治
会
・
地
域
で
の
様
々
な
活

動
・
話
題
な
ど
の
情
報
や
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、

相
模
原
市
自
治
会
連
合
会
事
務
局
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ご
案
内
と
お
願
い

我
が
す
み
れ
自
治
会
は
、
昭
和
23

年
県
営
住
宅
と
し
て
発
足
し
た
伝
統

あ
る
100
世
帯
余
り
の
小
さ
い
自
治
会

で
す
。

清
新
地
区
を
開
拓
さ
れ
た
第
1
世

代
の
方
は
80
歳
を
超
え
、
第
2
世
代

（
50
〜
60
歳
前
後
）
が
世
帯
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
年
齢
別
構
成

は
図
の
よ
う
に
各
世
代
の
中
間
層
が

少
な
く
平
均
化
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
第
3
世
代
の
方
が
結
婚
適

齢
期
を
迎
え
、
後
10
年
位
で
第
4
世

代
が
多
く
誕
生
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

昭
和
53
年
に
集
会
所
を
建
設
し
ま

し
た
が
、
老
朽
化
し
た
た
め
平
成
15

年
10
月
新
集
会
所
を
改
築
い
た
し
ま

し
た
。
こ
の
集
会
所
を
大
い
に
活
用

し
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
毎

月
第
3
金
曜
日
の
夜
「
金
曜
の
夕
べ
」

を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
懇
談
会
や

カ
ラ
オ
ケ
等
で
楽
し
く
過
ご
し
、
地

域
親
睦
の
増
進
と
活
性
化
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

12
月
4
日
（
日
）
恒
例
の
餅
つ
き

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

毎
年
12
月
の
第
1
週
の
日
曜
日
に

行
う
こ
と
が
恒
例
に
な
っ
て
15
回
目

で
す
。

当
初
は
、
つ
き
た
て
の
美
味
し
い

お
餅
を
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
食
べ

て
喜
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、
地
元
の

野
球
部
矢
部
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
ズ
の
皆

さ
ん
が
好
意
で
始
め
た
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
矢
部
第
四
自
治
会
の
大

切
な
年
間
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
の
「
矢
部
四
ク
ラ
ブ
」
に
一

般
会
員
や
4
つ
の
子
ど
も
会
の
子
ど

も
た
ち
と
役
員
合
わ
せ
て
200
人
程
集

ま
り
大
盛
況
で
し
た
。

餅
米
や
材
料
の
購
入
は
婦
人
部
が

担
当
し
、
前
日
か
ら
餅
米
を
仕
込
み

始
め
ま
す
。

当
日
は
早
朝
か
ら
矢
部
イ
ン
デ
ィ

ア
ン
ズ
や
役
員
が
餅
つ
き
の
段
取
り

に
入
り
、
つ
き
上
が
っ
た
お
餅
は
、

婦
人
部
と
子
ど
も
会
の
お
母
さ
ん
方

が
餡
こ
ろ
、
き
な
粉
、
大
根
お
ろ
し

で
手
際
よ
く
調
理
、
大
福
も
つ
く
り

ま
し
た
。

順
序
よ
く
並
ん
で
お
餅

を
い
た
だ
い
た
子
ど
も
た

ち
が
そ
の
場
で
食
べ
て

美
味
し
い

の
歓
声
が

あ
が
り
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
小
さ
い

キ
ネ
で
餅
つ
き
を
交
替
で

行
い
、
つ
き
手
は
大
人
も

子
ど
も
も
プ
ロ
級
の
人
に

教
わ
り
良
い
経
験
で
す
。

師
走
の
楽
し
い
一
日
で

し
た
。

最
近
、
中
越
地
震
や
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
な
ど
大
地
震
が
続
い
て
い
ま
す
。

県
下
に
は
い
く
つ
か
の
活
断
層
が

あ
っ
て
、
周
期
的
に
は
東
海
地
震
を

含
め
大
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
地

区
連
で
は
、
昨
年
7
月
に
中
越
地
震

の
震
源
地
で
あ
る
川
口
町
を
視
察
し

ま
し
た
。

道
路
は
寸
断
さ
れ
電
話
・
携
帯
電

話
も
機
能
せ
ず
、
孤
立
し
た
地
区
の

情
報
収
集
が
災
害
時
の
大
き
な
課
題

で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
て
地
区
連
で
は
、
情
報
収

集
手
段
と
し
て
無
線
機
の
導
入
を
決

め
地
区
内
全
域
を
移
動
し
て
数
機
種

の
交
信
実
験
を
行
い
、
届
出
の
必
要

な
高
性
能
無
線
機
を
購
入
し
、
各
自

治
会
に
配
布
い
た
し
ま
し
た
。

9
月
26
日
に
実
施
し
た
情
報
伝
達

訓
練
で
は
、
市
南
合
同
庁
舎
5
階
に

自
主
防
災
隊
本
部
を
開
設
し
、
無
線

機
に
よ
る
被
災
状
況
の
交
信
訓
練
を

地
区
内
32
単
位
自
主
防
災
隊
と
行
い

ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
は
2
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

使
用
し
て
区
域
を
2
班
に
分
け
想
定

被
害
の
報
告
や
対
処
方
法
の
指
示
等

で
交
信
は
30
分
程
度
で
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

無
線
機
で
地
区
内
全
域
の
情
報
収

集
が
充
分
可
能
で
あ
る
こ
と
が
確
認

で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
防
災

訓
練
や
地
区
の
行

事
等
で
も
活
用

し
、
多
く
の
方
が

無
線
機
の
操
作
に

慣
れ
、
災
害
時
に

は
円
滑
に
活
用
で

き
る
よ
う
備
え
て

行
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

豊
原
自
治
会
は
、
約
340
世
帯
と
小

規
模
な
自
治
会
で
す
。
特
色
の
あ
る

行
事
と
し
て
は
、
例
年
12
月
に
豊
原

自
治
会
館
に
於
い
て
「
餅
つ
き
大

会
・
文
化
祭
」
を
開
催
し
て
い
る
こ

と
で
す
。
昨
年
は
、
第
36
回
目
を
迎

へ
自
治
会
役
員
一
丸
と
な
っ
て
実
施

し
ま
し
た
。
餅
つ
き
は
、
60
キ
ロ
の

も
ち
米
を
炊
き
、
2
基
の
臼
で
年
配

の
会
員
達
が
汗
を
か
き
な
が
ら
交
代

で
餅
を
つ
き
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の

餅
（
き
な
粉
・
ゴ
マ
・
あ
ん
こ
）
は

訪
れ
た
会
員
達
に
振
舞
わ
れ
、
皆
さ

ん
口
い
っ
ぱ
い
に
ほ
お
ば
り
な

が
ら
美
味
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
一
方
、
自
治
会
館
の

室
内
で
は
、
文
化
祭
を
開
催
し

ま
し
た
。
会
員
達
の
力
作
が
多

数
出
品
さ
れ
、
「
書
道
・
絵

画
・
編
物
・
生
け
花
･
盆
栽
そ

の
他
」
約
150
点
が
と
こ
ろ
狭
し

と
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
出
展
会

場
に
は
、
約
200
人
の
自
治
会
員

の
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
餅

つ
き
大
会
・
文
化
祭
も
こ
う
し

て
盛
況
の
中
、
和
や
か
な
う
ち

に
終
了
し
ま
し
た
。
た
だ
、
私

達
の
自
治
会
も
最
近
は
、
高
齢

化
が
進
行
し
、
準
備
や
当
日
の

役
割
も
大
変
と
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

会
員
同
士
の
親
睦
や
隣
近
所
の
付
き

合
い
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
は
、
欠

か
せ
な
い
事
業
と
思
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
反
省
会
で
は
、
役
員
30
人

が
懇
談
し
な
が
ら
、
来
年
の
開
催
に

向
け
熱
心
に
語
り
合
い
ま
し
た
。

現在の四国橋周辺

地
域
活
性
化
を
目
指
し

毎
月
「
金
曜
の
夕
べ
」開
催

清
新
地
区

自
治
会
法
人
す
み
れ
自
治
会
長

大
貫
　
信
行

昨年10月末に示された在日米軍再編に伴う中間報告では、キャンプ座間
への米陸軍第一軍団司令部の設置や相模総合補給廠への陸上自衛隊普通科
連隊1,300名の配置が盛り込まれるなど、昨夏、米軍基地の返還と地元優先
の跡地利用を求めて署名した21万人を超える市民の意向を全く無視したも
のとなっていました。このため、市自治会連合会では地元無視の中間報告
の撤回を求めるための大会を、1月29日（日）にＪＲ相模原駅隣接の公園で
行いました。当日は、市長・市議会議長を始め、国会・県会・市議会議員
など多数の方が駈け付けられ激励をいただきました。政府関係機関への要
請文の採択等を行った後、補給廠外周道路約2キロを「基地強化に反対」
「補給廠の空き地を返せ」などとシュプレヒコールを繰り返しながらデモ行
進しました。
大会で採択された要請文を、2月3日（金）三橋豊市連会長ほか理事10名
が防衛庁・外務省を訪れ手渡しました。
3月に予想される最終報告では、地元住民の意向を真剣に受け止めた取り
組みをするよう強く申し入れました。（関連記事3面に掲載）

米軍基地強化反対
市民大会を開催
米軍基地強化反対
市民大会を開催
大会とデモ行進に
1,200人が参加
大会とデモ行進に
1,200人が参加

飾
り
付
け
が
変
わ
り
、
ま
た
、

時
々
、
地
域
の
方
々
が
陽
の
ぬ

く
も
り
の
中
、
長
い
す
に
腰
掛

け
て
の
ん
び
り
と
談
笑
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
昔
、
四
国
に
縁
の

あ
っ
た
方
は
こ
の
橋
で
ど
の
よ

う
な
会
話
を
楽
し
ん
で
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。

昭和38年頃の四国橋周辺

恒
例
の
餅
つ
き
大
会

中
央
地
区

矢
部
第
四
自
治
会
長

青
木
　
守
市

無
線
機
に
よ
る

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施

大
野
南
地
区
自
治
会
連
合
会
長

竹
川
　
一
夫

「
餅
つ
き
大
会
・
文
化
祭
」

和
や
か
、盛
況
に
開
催
！

相
模
台
地
区
豊
原
自
治
会
長

宮
城
　
一
郎

私
達
の
自
治
会
は
、
防
災
意
識
の

向
上
を
目
指
し
て
、
全
員
参
加
の
呼

び
か
け
の
も
と
防
災
訓
練
を
行
っ
て

い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
自
治

会
内
の
防
災
意
識
の
徹
底
と
自
主
防

災
組
織
の
確
立
の
た
め
、
平
成
12
年

3
月
に
「
自
主
防
災
対
策
会
議
」
を

立
ち
上
げ
、
民
生
委
員
・
建
築
家
・

消
防
団
員
・
医
療
従
事
者
・
ホ
テ
ル

や
デ
パ
ー
ト
の
防
災
担
当
経
験
者
な

ど
が
構
成
員
と
な
っ
て
、『
自
主
防
災

対
策
要
綱
』
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
要
綱
に
基
づ
き
、
約
2
千
世

帯
を
7
区
に
分
け
、
各
区
ご
と
に
自

主
防
災
隊
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、
20

世
帯
程
度
を
班
と
し
て
細
分
化
し
、

班
長
を
置
く
こ
と
と
し
た
。
こ
の
防
災

隊
の
役
員
は
通
常
の
自
治
会
組
織
と

は
別
に
編
成
さ
れ
て
お
り
、
全
体
で

約
200
人
の
リ
ー
ダ
ー（
班
長
）が
い
る
。

毎
年
11
月
に
自
治
会
独
自
の
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
が
、
平
成
14

年
の
訓
練
か
ら
全
世
帯
参
加
を
基
本

と
し
て
い
る
。
負
傷
者
の
搬
送
や
救

命
応
急
措
置
等
の
訓
練
は
全
世
帯
参

加
と
は
な
ら
な
い
が
、
安
否
確
認
は

全
世
帯
対
象
で
行
っ
て
い
る
。

訓
練
は
時
報
に
合
わ
せ
て
、
市
の

防
災
放
送
設
備
を
利
用
し
開
始
の
ア

ナ
ウ
ン
ス
を
し
、
班
長
は
会
員
宅
を

回
っ
て
安
否
確
認
を
行
い
、
リ
ス
ト

を
集
計
し
て
各
区
の
隊
長
に
報
告

し
、
隊
長
は
こ
の
情
報
を
と
り
ま
と

め
自
治
会
防
災
隊
本
部
長
に
報
告
を

行
う
。
ま
た
、
新
聞
販
売
店
の
協
力

で
、
区
域
内
の
災
害
状
況
等
の
情
報

提
供
を
得
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

「
バ
イ
ク
隊
」
と
呼
ん
で
い
る
配
達
員

は
、
情
報
提
供
の
強
力
な
支
援
部
隊

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
本
部
は

安
否
確
認
報
告
書
に
基
づ
き
集
計

し
、
救
護
要
請
が
あ
る
区
に
は
、
救

護
班
が
直
ち
に
向
か
う
シ
ス
テ
ム
に

な
っ
て
い
る
。

平
成
14
年
度
か
ら
始
め
た
安
否
確

認
訓
練
に
は
、
こ
の
２
年
は
約
８
割

が
参
加
し
た
が
、
今
後
、
全
員
参
加

を
目
指
し
て
防
災
意
識
の
高
揚
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

全
員
参
加
の

防
災
訓
練
を
目
指
し
て

東
林
地
区
翠

み
ど
り

ヶ
丘
自
治
会
長

櫻
井
　
孝
道



地道な努力で会員増強を！！
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平
成
17
年
度
の
相
模
原
市
自
治
会
活
動
功
労
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
、
平

成
18
年
2
月
4
日
（
土
）
に
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
心
か
よ
い
あ
う
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域

住
民
の
福
祉
向
上
に
寄
与
し
た
方
に
相
模
原
市
が
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の

で
、
今
年
度
は
43
名
の
方
が
市
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
を
受
け
ま
し
た
。
受

賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

今
回
の
人
物
紹
介
は
、
昨
年
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て

文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
を
受

け
ら
れ
た
、
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
会
長
で
県
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
協
会
の
副
会
長
を
さ

れ
て
い
る
篠

明
弘
さ
ん
で
す
。

１
月
25
日
（
水
）
に
、
ご
自
宅

を
訪
問
し
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

相
模
原
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

―
い
つ
頃
、
設
立
さ
れ
た
の
で
し

ょ
う
か
？
―

「
昭
和
30
年
で
し
た
。
こ
の
ほ

ど
、
ち
ょ
う
ど
50
周
年
を
迎
え

ま
し
た
の
で
、
先
日
の
日
曜
日

（
１
月
22
日
）
に
『
記
念
の
つ
ど

い
』
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。」

―
協
会
の
活
動
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
？
会
員
数

は
ど
の
位
で
し
ょ
う
か
？
―

「
ま
ず
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
で
す

が
、
講
習
会
や
年
１
度
の
パ
ー
テ
ィ

な
ど
で
す
。
フ
ァ
ン
の
多
い
民
踊
で

も
定
例
講
習
会
や
民
踊
の
つ
ど
い
、

交
歓
会
な
ど
を
開
い
て
い
ま
す
。
そ

の
他
、
指
導
者
養
成
や
野
外
活
動
と

し
て
市
民
レ
ク
ハ
イ
キ
ン
グ
や
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
は
、

ダ
ー
ツ
や
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
な
ど
の

普
及
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
『
さ
が

み
は
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
』
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
員
数
は
、
設
立
当
初
は
約
30
名
で

し
た
が
、
現
在
は
700
名
位
で
す
。」

―
ご
自
身
が
会
の
活
動
に
関
わ
っ

た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
―「

昭
和
20
年
代
の
半
ば
に
、
公
民

館
の
社
会
学
級
に
参
加
し
た
と
こ

ろ
、
レ
ク
の
時
間
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
が
あ
り
、
初
め
て
ダ
ン
ス
と
出
会

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
月
に
１
度
位
、

土
曜
日
の
午
後
に
、
上
溝
小
学
校
の

講
堂
で
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
講
習
会

が
開
か
れ
、
毎
回
30
人
位
が
集
ま
っ

て
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
折
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
設

立
の
話
が
持
ち
上
が
り
、
そ
の
と
き

以
来
携
わ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。」

―
昨
年
、『
市
町
村
の
地
域
な
ど
で
、

引
き
続
き
10
年
以
上
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
奨
励
の
企
画
や
指
導
に
特
に
尽
力

さ
れ
、
現
在
も
熱
心
に
指
導
し
て
い

る
方
』
に
授
与
さ
れ
る
『
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
功
労
者
』
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
が
？
―

「
は
い
。
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
私

の
場
合
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
の
設
立
か
ら
現
在
ま
で
、
会
の
運

営
や
レ
ク
指
導
に
携
わ
っ
て
来
ま
し

た
の
で
、
思
い
が
け
ず
頂
け
た
も
の

と
思
い
ま
す
。」

―
現
在
も
現
場
で
レ
ク
指
導
な
ど
を

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？
―

「
県
内
の
指
導
者
養
成
や
研
修
会

で
支
援
活
動
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
に
福
祉
関
係
の
専
門
学

校
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
、
理
論
や

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
・
レ
ク
ソ
ン
グ
等

を
担
当
し
て
い
ま
す
。」

―
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
の
他
に

も
写
真
や
音
楽
な
ど
い
ろ
い
ろ
活
動

さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
？
―

「
趣
味
の
写
真
は
、
昭
和
28
年
頃

か
ら
始
め
ま
し
た
。
現
在
は
市
写
真

連
盟
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
写
真
教
室
で
の
初

心
者
の
指
導
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
音
楽
が
好
き
な
の
で
、
ピ
ア

ノ
や
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
を
少
し
で
す

が
習
い
ま
し
た
。
レ
ク
ソ
ン
グ
の
指

導
や
作
曲
を
す
る
た
め
に
も
役
立
つ

と
思
い
ま
し
て
。」

―
今
後
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
と
し
て
何
か
お
考
え
が
あ
り
ま

す
か
？
―

「
２
、
３
年
後
に
は
、
団
塊
の
世

代
と
呼
ば
れ
る
方
々
が
大
量
に
退

職
を
迎
え
ま
す
が
、
会
員
を
対
象

と
し
た
事
業
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
方
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
参

加
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重

要
か
と
思
い
ま
す
。
地
域
で
の
レ

ジ
ャ
ー
活
動
の
推
進
力
と
な
る
よ

う
な
組
織
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。」健

康
の
秘
訣
は
、
１
日
お
き
に

す
る
30
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

と
食
事
に
気
を
配
る
こ
と
ぐ
ら
い

と
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、

ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
田
名
地
区
自
治
会
法
人

田
名
清
水
自
治
会
員
）
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自治会加入率の減少化傾向に対して、市自治会連合会の組織部会では各自治会での加入促進活
動を行うにあたっての参考としていただくような方策の検討を毎年進めております。
今年度までに方策としてまとめたものをご紹介しますので、今後の活動にお役立てください。

項　　目 意　　　　義 方　　　法　　　等

自治会加入のしお
り・自治会独自の
案内パンフレット
の配付

未加入世帯の人と直接面談するこ
とで加入への意向を引き出す。

役員自身が加入促進についての理
解と関心を持ち、足を運ぶ。
自治会活動のメリット（地域コミ
ュニティの活性化、防犯や防災面
など家族や自身の安心･安全に直結
した活動であること）を十分に説
明する。

マンション建設段
階での加入案内

マンション入居にあたっての事前
説明時等に依頼がされるので、加
入への心理的なハードルを下げら
れる。

マンション建設に先立って行われ
る地元説明会を通じて自治会加入
への依頼を行う。
更に建築主等が加入依頼を行うこ
とを、建築に関する協定書・覚書
等に記載してもらう。

アパート･マンショ
ンの一括加入の働
き掛け

アパート・マンションの入居状況
にかかわらず、自治会への加入自
体は担保される。

建設当初の入居者を中心に加入が
図られたとしても、転居に伴い新
規加入が必ずしも保証されない。
このため、管理人（者）との協
議・協力依頼のうえ、アパート･マ
ンションの一括加入を働き掛ける。

イベント等への参
加呼びかけ

実際に自治会が活動している場面
を捉えてアピールし加入を促す。

地域のイベントなどの際、未加入
者へも声かけし、イベントへの参加
を通じて自治会活動への理解を深
めていただき、加入をお願いする。

役員免除などの退
会防止策の検討

自治会活動の意義は評価していて
も、役員としての活動は困難であ
る高齢者世帯等の退会防止が可能
となる。

自治会内での意見統一のうえ、年
齢などの一定条件に該当する場合、
本人の意向により組・班の中で就
任を要請される役割分担を免除す
る等の規定を規約で定めるなどの
対策を実施する。

市自治会連合会では、自治会の組織・運営等に関しての調査研究や

「自治会報さがみはら」の発行等を行うため、自治会長等で構成する3つ

の部会を設け活動を行っています。

今年度の部会での協議の中で、各単位自治会の活動状況等を踏まえた

うえで課題の抽出等を行い、それに基づく対応策の検討や今後の事業計

画への反映が必要であるとのこととなり、昨年暮れに433の全自治会へ

のアンケート調査を実施いたしました。現在（2月上旬）集計をしてお

りますので、結果については今後お知らせいたします。

平成18年4月1日から、次の施設と新たに契約を結びます。自治会員の皆様への特

典を用意していますので、ご利用ください。

契約内容・利用方法等は、3月下旬頃各世帯に配布の「ホテル、遊園地等と
の割引契約のご案内」リーフレットをご覧ください。

〇多摩テック 天然温泉「クア・ガーデン」(東京・日野市)

在日米軍再編に伴う中間報告にある相模総合補給廠への陸上自衛隊普通科連隊

1,300人の移駐、及びキャンプ座間への日米新司令部の設置は、基地の強化・基地

の永久化につながる極めて重大な企てと言わざるを得ない。70年間もの長い期間、

基地の下で苦しんできた私ども地元住民に対する新たな負担の押し付け以外の何

ものでもない。

私どもは、長い間米軍基地の返還と地元優先の跡地利用を求めてきた。今回の

中間報告は、署名した21万人を超える市民の切実な願いを踏みにじるものであり、

絶対に容認できない。強く撤回を求める。

また、政府は日米協議の過程において、地元市に対して事前の意見聴取はおろ

か、一片の情報提供さえ行っていない。私どもの生活と市の将来に甚大な影響を

及ぼしかねない重要な事柄を、地元に何の相談もなく日米両政府間で一方的に決

めようとしている。このような強引なやり方は到底許されるものではない。

政府は、最終報告に向けて、このような地元住民の意向を真剣に受け止め、

政府を挙げて基地の早期返還と地元優先の跡地利用に向けて取り組むよう強く求

める。

平成18年1月29日

外務大臣・防衛庁長官・防衛施設庁長官　殿

自治会活動に関する
アンケート調査を実施

厚生施設に新たな施設が加わります

地道な努力で会員増強を！！

在日米軍再編に伴う中間報告を撤回し基地の早期
返還、地元優先の跡地利用などを求める要請書を提
出しました。なお、要請書は以下のとおりです。
（本文記事1面）

中間報告撤回を求め
国に要請書を提出

守屋防衛庁事務次官（右）に要請書
を手渡す三橋会長（左）

米軍基地強化に反対する要請書

相模原市自治会連合会

会　 長 三　橋　　豊

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

新しい時代をともにひらく「市政を話し合う会・地域市政懇談会」を開催
各自治会の皆さんは、日頃様々な地域活動をされており、一つの共有する風景を実感できる間柄ともいえると思います。
自治会活動にはさらに、より広い範囲を視野に入れた活動もあります。それが市・地区自治会連合会の活動です。その活動の一

つとして、市行政との懇談の場を設けております。

今後も、自治会、地区自治会連合会及び市自治会連合会は、それぞれの視点でともに市行政と手を携えて相模原市発展のために
コミュニティづくり・地域づくりに努めてまいります。

市政を話し合う会
市連合会では、平成17年度の話し合う会を、平成17年11月

16日(水)に開催しました。病気療養中のため小川市長は不在
でしたが、加山・宮崎両助役・山口収入役と17名の理事が、
「米軍基地返還運動」、「産業振興」や「公共交通」等をテーマ
に熱心な懇談を行いました。

地域市政懇談会
地区自治会連合会では、市内18地区での「地域市政懇談会」

を毎年夏から秋にかけて開催し、各地区自治会連合会単位で
の課題などについての話し合いが行われております。
地域市政懇談会の地区別議題は表のとおりです。（地区名の

（ ）内は議題数）


